
■原理

フーリエ変換赤外分光光度法
【FT-IR】

赤外光を試料に照射した際、分子の振動運動や回転運動に対応して
吸収された赤外光を検出する。

■装置概要

FT-IR[エフティー-アイアール] : Fourier Transform - InfraRed Spectroscopy 

検出器

顕微FT-IRの内部構造

■装置アプリケーション

・透過法

試料に赤外光を透過させ、
スペクトルを取得

■分析可能な試料■分析事例

集光鏡

マスキングアパーチャー
赤外光を取り込み、
領域・向きを決める

測定試料
(焦点位置)

赤外光源
FT-IR本体の光源と
共通の場合が多い

集光鏡

対物鏡

ー：赤外光光路

FT-IRの内部構造

マイケルソン型干渉計

固定鏡
ビーム
スプリッター

移動鏡

試料

赤外検出器

赤外光源

・反射法

・ATR法(減衰全反射法)

試料に赤外光を反射させ、
スペクトルを取得

内部拡散エレメントを試料に接触させ、
試料極表面のスペクトルを取得

吸収

吸収

吸収

■特徴

○顕微FT-IRであるため、10μm程度の微小部の成分分析が可能。
○官能基情報(例：-O-H、-CH2-)や原子の結合状態(例：C-O、C=O)の特定が可能。
○22万件以上のスペクトルライブラリを使用することで、成分同定精度が向上。
○定量分析が可能。(液体試料で標準試料が準備できる場合)
○前処理装置としてマニピュレータを用いて10～50μmの微小異物の採取・分析が可能。

■分析可能な試料

固体及び液体の有機材料

■分析事例

電子部品上の微小異物の特定
ポリプロピレンの酸化による劣化状態比較
食品に混入した異物の成分特定
潤滑油の成分特定

■サンプル制限

分析対象は10μmφ以上
縦10cm x横5cm x厚み1cm程度
凹凸の無い試料(反射法、ATR法の場合)



○マニピュレータは精密作業を行う前処理装置
○左右のアームに種々の治具を取り付け、PCにて制御

■マニピュレータについて

ーマニピュレータを用いた異物採取例ー

異物

フーリエ変換赤外分光光度法
【FT-IR】
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■FT-IR分析例 ー電子部品上異物の成分分析ー

マニピュレータ外観

ピーク帰属の結果、
下記の成分由来ピークを確認。

●：アクリロニトリル由来
▼：ブタジエン由来
◆：スチレン由来

1) 異物のIRスペクトル取得

異物のIRスペクトル
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2) ライブラリ検索
ABS樹脂の標準スペクトル

異物のIRスペクトル

ライブラリ検索の結果、
異物のIRスペクトルはABS樹脂の
標準スペクトルと一致。

異物はABS樹脂であることが判明。

※ABS樹脂：アクリロニトリル(Acrylonotrile)、ブタジエン(Butadiene)、スチレン(Styrene)の共重合樹脂

ABS樹脂は電気製品の外装や
自動車部品、文具などに幅広く
用いられている材料。
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